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広報たつごう　２

第第
1313
回
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア

回
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア赤尾木集落による八月踊り

　

２
月
19
日
、
恒
例
の
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冷
た
い
北
風
が
吹

く
寒
い
日
で
し
た
が
、
会
場
と
な
っ
た

「
り
ゅ
う
ゆ
う
館
」
に
は
大
勢
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
町
内
産
の
野
菜
や
鮮
魚

な
ど
の
販
売
や
、
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
な

ど
の
バ
ザ
ー
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
で
は
、大
島
紬
の
展
示
即
売
、

公
民
館
講
座
に
よ
る
展
示
の
ほ
か
、
健
康

コ
ー
ナ
ー
で
は
脳
年
齢
や
血
管
年
齢
、
骨

量
な
ど
を
測
定
で
き
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
は
、町
内
保
育
所
、

小
中
学
校
に
よ
る
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、

保
護
者
や
祖
父
母
な
ど
が
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
構
え
て
見
守
る
中
、
元
気
な
発
表
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
赤
尾
木
集
落
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
八
月
踊
り
〜
六
調
と
続
い
て
、
最

後
に
、
戸
口
出
身
で
鹿
児
島
短
期
大
学
名

誉
教
授
の
大
野
照
好
氏
が
登
壇
し
、「
シ

マ
に
育
ま
れ
て
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

戸
口
で
過
ご
し
た
子
供
時
代
、
鹿
児
島

大
学
付
属
小
の
教
諭
時
代
に
理
学
博
士
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
シ
マ
で
生
ま
れ

育
ち
、
シ
マ
の
植
物
を
研
究
す
る
こ
と
で

こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
。」
と
話
し
、
シ

マ
へ
の
熱
い
思
い
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

龍南中学校バレー部によるバザー 龍北中生徒による「龍北ソーラン節」



３　広報たつごう

【
産
業
部
門
】

「
さ
と
う
き
び
の
部
」

　

振　

重
弘

　

久　

辰
男

「
畜
産
の
部
」

　

新
島　

勲

「
大
島
紬
の
部
（
功
労
者
表
彰
）」

　

美
島　

姫
子　
（
織
）

　

清
田　

藤
子　
（
織
）

　

三
界　

ト
キ
エ
（
織
）

　

岩
崎　

義
則　
（
締
め
）

「
大
島
紬
の
部
（
品
評
会
表
彰
）」

・
龍
郷
柄

　

里　

キ
サ
子　

(

有)

興
紬
商
店

　

徳
田　

チ
エ　

(

有)

興
紬
商
店

・
13
ヨ
ミ

　

圓
山　

ト
シ
子(

有)

前
田
紬
工
芸

・
７
マ
ル
キ　

　

大
津　

た
ず
子(

有)

興
紬
商
店

　

榊　

辰
子　
　

(

有)

前
田
紬
工
芸

・
９
マ
ル
キ

　

久
倉　

眞
智
子(

有)

興
紬
商
店

　

岩
越　

イ
サ
ヨ(

有)

前
田
紬
工
芸

・
そ
の
他

　

新
納　

咲
子　

(

有)

前
田
紬
工
芸

【
生
涯
学
習
部
門
】

「
団
体
の
部
」

　

安
木
屋
場
八
月
踊
り
愛
好
会

「
個
人
の
部
」

　

松
下　

ミ
チ
コ

　

川
口　

武

大勝小学校生徒による舞台発表

龍 郷 町 民 フ ェ ア 表 彰　※健康部門は６～７ページ



広報たつごう　４

　

２
月
18
日
土
曜
に
は
、
龍

郷
町
文
化
協
会
主
催
の
町
民

フ
ェ
ア
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
文

化
ホ
ー
ル
内
は
立
ち
見
客
が

出
る
な
ど
、
大
勢
の
観
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

◆
町
民
フ
ェ
ア
前
夜
祭

３月１３日（火）は町内 3中学校で卒業証書授与式が執り行われました。訪れた龍南中学校では、
４７名の卒業生がお世話になった先生たちや学び舎に別れを告げ、それぞれの道に向かって歩き始め
ました。

・・・別れの季節になりました

第１３回龍郷町民フェア第１３回龍郷町民フェア



５　広報たつごう

「
龍
郷
町
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
龍
郷
町
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
５
日
、
鹿
児
島
県
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
奈
良
迫
英
光
氏
を
招
い
て
、
龍
郷
町
観

光
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
町
商
工
会
に
は
、
地
元
の
宿
泊
業
者

や
飲
食
店
、
紬
関
係
者
な
ど
、
観
光
関
連
の
商

工
会
員
を
中
心
に
30
人
ほ
ど
が
出
席
し
て
、「
龍

郷
町
の
観
光
地
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

奈
良
迫
氏
は
講
演
の
中
で
、
最
近
の
観
光
の

潮
流
が
「
宴
会
型
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
」

へ
と
移
っ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
特
色
の
あ

る
地
域
文
化
（
食
文
化
）
に
触
れ
る
な
ど
の
体

験
交
流
を
組
み
込
ん
だ
ツ
ア
ー
が
人
気
だ
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
島
外
の
人
は
、
町
の
魅
力
が
解

ら
な
い
」
た
め
、「
町
の
売
り
」
を
絞
り
込
み
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
語

り
、
飛
行
機
の
便
数
が
少
な
く
航
空
運
賃
が
高

い
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
て
、「
な
か
な
か
行
け

な
い
島
」
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
す
べ
き
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
終
盤
で
は
、
島
（
シ
マ
）
博
覧
会
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
、
年
間
受
け
入
れ
る
体
制
を

作
る
、
船
旅
で
夏
に
若
者
を
呼
び
込
む
、
大
学

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ゼ
ミ
講
座
を
開
設
し
て
も

ら
う
な
ど
、
具
体
的
な
提
案
に
つ
い
て
も
言
及

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

まちの話題まちの話題

役場で火災を想定した総合訓練

　

役
場
の
機
械
室
に
お
い
て
出
火
し
た
と

の
想
定
で
、
初
期
消
火
・
通
報
・
避
難
誘

導
な
ど
の
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
安
全
か
つ
速
や
か
な
避

難
誘
導
と
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、
屋
内

消
火
栓
や
消
火
器
を
利
用
し
た
初
期
消
火

な
ど
、
実
際
の
火
災
発
生
時
に
職
員
が
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

訓
練
後
の
講
評
で
は
、「
避
難
誘
導
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

「
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞
受
賞
」　

平
成
23
年
度
に
鹿
児
島
県
庁
で
募
集
さ

れ
た
「
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・

作
文
」
で
、
龍
南
中
学
校
１
年
生
の
重
野

朝
香
さ
ん
が
描
い
た
絵
画
が
、
中
学
生
の

部
で
県
知
事
表
彰
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。（
絵
画
の
部
応
募
51
点
中
、
最
優
秀

賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
）

　

こ
こ
数
年
、
本
町
で
は
豪
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
が
各
所
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
重

野
さ
ん
の
絵
に
あ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た

ち
も
「
早
め
の
決
断　

助
か
る
命
」
を
肝

に
銘
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



広報たつごう　６広報たつごう　６

成海　文子さん

（秋名）

山田　勇藏さん

（大勝）

大島　信成さん

（中勝）

小松　ツヤコさん

（龍郷）

田畑　アツさん

（龍郷）

前田　文造さん

（手広）

竹山　吉三さん

（浦）

肥後　孫勇さん

（秋名）

嘉納　シズカさん

（嘉渡）

長江　愛子さん

（安木屋場）

阿世知　マスコさん

（安木屋場）

泉原　清子さん

（屋入）

圓　實吉さん

（円）

徳島　ホノエさん

（嘉渡）

徳山　龍一さん

（嘉渡）

伊藤　光枝さん

（龍郷）

健
康
長
寿
表
彰

90
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
介
護

保
険
の
利
用
が
な
く
、
元
気

で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
で
す
。

健
康
長
寿
努
力
賞
表
彰

90
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
介
護

保
険
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た

が
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
ら

れ
、
現
在
は
利
用
終
了
し
、

過
去
３
年
間
利
用
な
く
元
気

に
生
活
し
て
い
る
皆
さ
ん
で

す
。

高
齢
者
良
い
歯
の
表
彰

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
持
し
て
い
る
方

で
す
。

特
定
健
診
表
彰

集
落
一
体
と
な
っ
て
、
特
定
健
診

受
診
に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
集
落
で
す
。

平
成
22
年
度
特
定
健
診
受
診
率

第
１
位　

屋
入
集
落
55
・
６
％

第
２
位　

赤
尾
木
集
落
43
・
７
％

第
３
位　

円
集
落
41
・
１
％



７　広報たつごう７　広報たつごう

與　渚くん

（大勝）

井上 柊哉くん

（赤尾木）

尾前 怜珠さん

（芦徳）

加 藤 彩 恋 さ ん

（浦）

加藤 朝陽くん

（幾里）

川上　凛さん

（赤尾木）

川尻 紗矢音さん

（芦徳）

川 畑　 柊 斗 く ん

（浦）

榮 航汰くん

（玉里）

迫 地　 柚 保 さ ん

（赤尾木）

實川 結子さん

（赤尾木）

鮫島 総太くん

（玉里）

新原 幸太郎くん

（赤尾木）

野津 千尋さん

（秋名）

平田 陽輝くん

（玉里）

松崎 綾乃さん

（龍郷）

満 田　 太 生 く ん

（赤尾木）

箕輪　ゆりあさん

（玉里）

森 紅翔くん

（玉里）

柳　梓瑠くん

（戸口）

柳 田　 心 菜 さ ん

（大勝）

山 崎　 波 琉 く ん

（龍郷）

若 松　 直 弥 く ん

（幾里）

５
歳
児

　

む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰

平
成
23
年
度
５
歳
児
歯
科
検

診
に
お
い
て
、
１
本
も
虫
歯

が
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で

す
！



広報たつごう　８

長
雲
通
信

長
雲
通
信
第59回第 59 回

み
ん
な
で
う
ま
く
使
お
う　

み
ん
な
で
う
ま
く
使
お
う　

　
　
　
　
　
　
　

世
界
自
然
遺
産

　
　
　
　
　
　
　

世
界
自
然
遺
産

奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

春
に
な
っ
て
森
の
木
々
も
彩
り
を
増

し
て
き
ま
し
た
。
ル
リ
カ
ケ
ス
も
子
育

て
に
忙
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
話
題
を
皆
さ
ん
が
読
ま
れ
る

頃
に
は
年
度
末
の
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　

そ
し
て
正
に
日
本
中
を
揺
る
が
し
た

天
災
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

奄
美
は
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
農
地
や
農
作
物
の
被

害
も
毎
年
の
よ
う
に
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
先
が
見
え
な
い
と
言
わ
れ
る
ご

時
世
で
す
が
、
現
在
の
奄
美
に
は
今
ま

で
に
な
い
飛
躍
の
機
会
が
目
の
前
に
あ

る
の
で
す
。

　

数
年
後
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
の
山
々
や

中
国
の
パ
ン
ダ
の
森
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸

島
や
小
笠
原
諸
島
と
同
じ
よ
う
な
世
界

自
然
遺
産
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
５
番
目
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
そ
こ
に
至
る
道
は
未
経
験
で

険
し
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

世
界
自
然
遺
産
は
奄
美
だ
け
で
は
な
く
沖

縄
県
と
の
調
整
も
あ
り
ま
す
。
沖
縄
は
米

軍
基
地
問
題
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

奄
美
群
島
は
産
業
の
活
性
化
な
ど
が
一
番

大
き
な
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
産
業
を
活
性
化
し
て
雇
用
を
増
や
し
な

が
ら
自
然
を
守
る
と
い
う
今
ま
で
に
な
い

や
り
方
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
中
に
あ
る
１
３
０
余
り
の
世
界
自

然
遺
産
の
中
に
は
自
然
が
壊
れ
た
り
し
て

ダ
メ
に
な
っ
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。
す
ご

く
人
口
が
増
え
た
場
所
も
変
わ
ら
な
か
っ

た
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

急
激
に
観
光
客
が
増
え
て
し
ま
い
荒
れ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
言
わ

れ
る
の
が
「
昔
の
方
が
静
か
で
よ
か
っ

た
。」
と
か
「
観
光
の
方
だ
け
が
良
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
な
ど
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
産
業
が
衰
退
し
て
人
口
が

減
っ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
か
何
か
を

キ
ッ
カ
ケ
に
し
て
上
手
く
使
っ
て
新
し
い

奄
美
を
作
る
の
か
私
た
ち
に
は
今
し
ば
ら

く
は
考
え
る
時
間
は
あ
り
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
島
を

離
れ
て
行
き
ま
す
。
そ
の
先
で
出
身
地

を
聞
か
れ
ま
す
。

　
「
ど
こ
か
ら　

来
た
の
？
」

　
「
世
界
自
然
遺
産
に
な
っ
た
奄
美
の

龍
郷
町
か
ら
来
ま
し
た
。」

　

胸
を
張
っ
て
言
え
る
若
い
姿
が
想
像

で
き
ま
す
。

　

何
か
あ
っ
て
島
に
帰
る
方
も
い
ま
す

が
、
昔
よ
り
は
島
内
求
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
今
ま

で
に
経
験
の
な
い
や
り
方
で
数
年
間
で

準
備
を
す
る
の
で
す
。
失
敗
し
た
所
や

成
功
し
た
所
が
あ
る
の
は
、
そ
の
自
治

体
の
考
え
方
や
事
前
準
備
の
違
い
だ
と

言
う
人
も
い
ま
す
。
奄
美
大
島
龍
郷
町

は
あ
と
数
年
（
も
）
準
備
期
間
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
数
年
（
し
か
）
残
さ
れ

て
い
な
い
、と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

今
月
の
お
ま
け
の
こ
と
ば

・
ム
ン
ヌ　

シ
リ
ハ
テ
ヤ
ネ
ン
・
・
・

い
く
つ
に
な
っ
て
も
完
了
は
な
く
一
生

涯
が
新
し
い
こ
と
の
勉
強
に
な
る
。

　

ど
う
や
れ
ば
、
あ
と
数
年
で
世
界
に

肩
を
並
べ
る
く
ら
い
に
な
っ
て
、
そ
し

て
静
か
な
集
落
の
雰
囲
気
や
文
化
が
維

持
で
き
る
か
、
ま
た
は
農
水
産
業
や
製

造
業
も
観
光
業
に
負
け
な
い
く
ら
い
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
れ

か
ら
皆
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は
ル
リ
カ
ケ
ス
や
ク
ロ
ウ

サ
ギ
達
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

ルリカケス（白黒でごめんなさい）
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

5 （木）乳児・ＢＣＧ 12：30～ どぅくさぁや館

 6 （金）入学式 町内小中学校
キッズクラブ 10：00～ どぅくさや館

24 （火）おなかスッキリ運動教室 19：30～ どぅくさや館
27 （金）キッズクラブ 10：00～ どぅくさや館

※　「元気はつらつ教室」と「でぃでぃクラブ」は、５月から開始します。

時間　午前９時半～ /午後２時～時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館場所　各集落公民館４月のどぅくさ４月のどぅくさ会会
★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４月行事予定表

　納税は社会の基本的なルールです。特に、消費税及び地方消費税は、消費者からの「預かり金的な性格」
を有する税金ですから、期限内に確実に納付してください。納税資金の準備にあたっては、毎日または毎月
の売上げの中から、消費税及び地方消費税に相当する分を積み立てるなど、日頃から納税資金の準備に努め
ましょう。なお、期限内に納付がない場合には、本税のほか、完納の日までの延滞税も併せて納付すること
となりますからご注意ください。
　納税について分かりにくいことがございましたら、最寄りの税務署にお気軽にお尋ねください。
【お問い合わせ】大島税務署　総務課　碇山　　電話　０９９７- ５２- ４３２１

消費税及び地方消費税の納税は期限内に

　本町では，以前より生活改善の一環として葬儀の
際の香典返しの廃止を勧めています。
これは，葬儀費用の軽減と形式的な物品の受け渡し
の廃止を目的とするものです。
　どうか趣旨をご理解頂き，ご協力下さるようよろ
しくお願い申し上げます。
平成２４年３月
龍郷町区長会、龍郷町地域女性団体連絡協議会

葬儀の際の香典返しの廃止について
　平成 24年 4月 1日から、大島消費生活相談
所（県大島支庁館内）の相談受付時間が変わり
ます。　消費生活に関することで困ったときは、
一人で悩まず相談してください。　
○相談受付時間　平成 24年 4月 1日から
［平日　午前 9時～午後 5時］
○相談電話：－すぐ電話。まず相談。－
　電話：0997(52)0999　大島消費生活相談所

大島消費生活相談所からお知らせ
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お
礼
（
集
落
・
そ
の
他
団
体
）

お
礼
（
集
落
・
そ
の
他
団
体
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
2
月
届
出
】

清
瀬　

シ
ヲ
エ

福
山　

保

作
田　

彌
生

大
内　

米
子

福
永　

チ
ヅ
子

久
倉　

ヨ
シ
子

鶴　

義
一

坂
元　

初
枝

榎
元　

な
る
子

畦
町　

廣
和

（
85
）

（
82
）

（
74
）

（
85
）

（
99
）

（
84
）

（
75
）

（
88
）

（
57
）

（
67
）

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

芦
徳

瀬
留

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

幾
里

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

手
広

浦嘉
渡

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
2
月
届
出
】

東
中　

琉る
い生

森
田　

空く
う
や也

竹
本　

優ゆ
う
な菜

龍
郷

秋
名

赤
尾
木

保
護
者
名

新
吾

智
也

貴
志

・
嘉
渡
の
畦
町
登
喜
子
さ
ん
か
ら
、
夫 

畦
町
廣

和
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
嘉
渡
集
落
、
嘉
渡

老
人
ク
ラ
ブ
、
龍
郷
集
落
に
金
一
封
。

・
手
広
の
坂
元
政
秀
さ
ん
か
ら
、
妻 

坂
元
初
枝

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
手
広
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に

こ
に
こ
会
に
金
一
封
。

・
愛
知
県
の
喜
入
昭
和
さ
ん
か
ら
、
母 

喜
入
八

重
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
瀬
留
集
落
に
金
一

封
。

・
芦
徳
の
福
山
艶
子
さ
ん
か
ら
、
夫 

福
山
保
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
芦
徳
集
落
に
金
一
封
。

・
瀬
留
の
作
田
和
國
さ
ん
か
ら
、
妻 

作
田
彌
生

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、瀬
留
集
落
に
金
一
封
。

・
浦
の
久
倉
光
廣
さ
ん
か
ら
、
母 

久
倉
ヨ
シ
子

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
大
勝
の
川
畑
芳
樹
さ
ん
か
ら
、
父 

川
畑
義
治

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
大
勝
集
落
、
大
勝
老

人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
大
勝
の
小
林
奈
美
慈
さ
ん
か
ら
、
父 

小
林
光

夫
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
大
勝
集
落
と
大
勝
老

人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

龍郷町の人口
平成24年 2月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比
2,981

6,235
　
2,999

3,236

-1
　
-5

+4

-9

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
浦
の
久
倉
光
廣
さ
ん
か
ら
、
母 

久
倉
ヨ
シ
子

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
嘉
渡
の
畦
町
登
喜
子
さ
ん
か
ら
、
夫 

畦
町
廣

和
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
大
勝
の
川
畑
芳
樹
さ
ん
か
ら
、
父 

川
畑
義
治

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
愛
知
県
の
喜
入
昭
和
さ
ん
か
ら
、
母 

喜
入
八

重
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用
試

験
の
受
験
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一　

受
験
資
格

　

⑴　

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三
年

　
　

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

⑵　

平
成
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　

で
、
次
に
掲
げ
る
方

　
　

①　

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
二
十
五

　
　
　

年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
の

　
　
　

方

　
　

②　

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

　
　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
方　

二　

試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

三　

申
込
方
法
及
び
申
込
受
付
期
間

　

⑴　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み（
原
則
）

　
　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
専
用
ア　

　
　

ド
レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

）

※
申
込
受
付
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日

（
月
）
か
ら
四
月
十
二
日
（
木
）
ま
で
（
受
信
有
効
）

　　

⑵　

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み
（
※
イ
ン

　
　

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で
き
な
い
場

　
　

合
に
限
る
）

　

申
込
用
紙
は
、
熊
本
国
税
局
及
び
最
寄
り
の　

　

税
務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日

（
月
）
か
ら
四
月
三
日
（
火
）
ま
で
（
三
日
（
火
）

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
。）

　

※　

申
込
受
付
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の

　
　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

四　

第
一
次
試
験

　

平
成
二
十
四
年
六
月
十
日
（
日
）

五　

受
験
申
込
先

　

全
国
の
各
国
税
局
及
び
沖
縄
国
税
事
務
所

　

希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に
よ
り
申
込
先
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

⑴　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
（
電
話
〇
九
二
―
四
三
一
―
七
七
三
三
）

　

⑵　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
（
電
話
〇
九
六
―
三
五
四
―
六
一
七
一
）

　【
お
問
い
合
わ
せ
】　

大
島
税
務
署

（
電
話
〇
九
九
七
―
五
二
―
四
三
二
一
一
）

※
自
動
音
声
案
内

◆
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　

受
験
者
募
集
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玉黄金玉黄金

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

田中　陽大
たなか　　ようだい

くん 矢野　りりこ
　やの

ちゃん

赤尾　幸大
あかお　　こうだい

くん 中　和香菜
なか　　わかな

ちゃん

３３
月
生
ま
れ

月
生
ま
れ

２２
月
生
ま
れ

月
生
ま
れ

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交

通
網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移

動
・
交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に

特
色
の
あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ

り
ま
し
た
。
「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ

ジ
マ
の
歴
史
や
現
在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
～

第
九
回

「
浦
集
落
」

　

東
シ
ナ
海
側
か
ら
南
へ
と
連
な
る
長

雲
山
系
と
、
太
平
洋
側
か
ら
続
く
ジ
ョ

ウ
ゴ
山
系
に
挟
ま
れ
た
平
地
に
展
開
す

る
集
落
で
す
。
昭
和
40
年
に
役
場
の
庁

舎
が
瀬
留
集
落
か
ら
現
在
の
位
置
に
移

設
さ
れ
、
以
降
、
昭
和
50
年
の
町
制
施

行
の
時
期
に
か
け
て
、
人
口
が
増
加
し

ま
し
た
。

　

龍
南
中
学
校
、
中
央
公
民
館
や
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
公
共
施
設
に
加
え
て
、
医
療
機

関
や
金
融
機
関
な
ど
が
建
ち
、
町
の
中

心
部
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

浦
の
人
々
を
評
し
て
、
何
事
に
対
し

て
も
一
生
懸
命
努
力
を
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、「
ウ
ラ
コ
ン
ジ
ョ
ウ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。大
阪
地
裁
判
事
、

衆
議
院
議
員
、
和
歌
山
県
知
事
を
歴
任

し
た
名
誉
町
民
「
金
井
正
夫
氏
」
は
、

そ
う
い
う
浦
集
落
の
気
風
が
育
ん
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

荒
波
地
区
、
赤
尾
木
地
区
、
内
場
地

区
に
分
岐
す
る
交
通
の
要
衝
、
役
場
前

の
交
差
点
の
そ
ば
に
は
、「
テ
リ
ャ
」

と
呼
ば
れ
る
小
高
い
丘
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
丘
の
下
に
は
、
水
量
を
調
整
す

る
た
め
の
「
と
う
し
め
」
が
あ
り
、
開

拓
王
田
畑
佐
文
仁
が
希
代
の
難
工
事
で

あ
っ
た
浦
の
干
拓
を
治
め
る
た
め
に
、

こ
の
場
所
に
人

ひ
と
ば
し
ら

柱
を
捧
げ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

浦集落　５２８人
　　　　３２６世帯
　平成２４年２月末

浦の干拓は「開拓王　佐文仁」が一番
苦労したと言われるほど難工事でした


